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【足立区地域自立支援協議会こども部会】会議概要 

会 議 名 令和７年度 【第３回足立区地域自立支援協議会こども部会】 

事 務 局 福祉部 障がい福祉センター 

開催年月日 令和８年１月２９日（木） 

開 催 時 間 １４時００分 ～ １６時００分 

開 催 場 所 障がい福祉センター 

出 席 者 

小谷博子部会長（東京未来大学） 榮幸世委員（足立区手をつなぐ親の会） 

寺山早苗委員（足立つくし幼稚園） 相澤まり子委員（ハートぽっぽＥＡ

ＳＴ） 川松佳緒里委員（一般社団法人ねっとワーキング） 相澤政子委

員（民生・児童委員） 酒井康年委員（うめだ・あけぼの学園） 河野正

恵委員（都立北療育医療センター城北分園） 中村文香委員（都立花畑学

園） 飯田登志恵委員（足立児童相談所） 石原雅子委員(区立あやせ保

育園) 谷内新哉委員（こども支援センターげんき支援管理課） 高橋徹

委員（障がい福祉センター） 

欠 席 者 

小長井亜希子委員（足立区肢体不自由児者父母の会） 

池村愛委員（区立千寿桜小学校） 

関口久恵オブザーバー（千住保健センター） 

会 議 次 第 
１ 開会 

（１） 障がい福祉センター所長挨拶 

（２） 経過報告 

２ 議事 

（１） 部会長挨拶 

（２） 協議 

３ 事務連絡 

４ 閉会 

資 料 

１ こども部会次第 

２ プリズム（東京都自閉症協会 会報) 

３ 「医療的ケア支援者向け研修」案内ちらし 

そ の 他 
公開状況：公開 

傍聴：なし 
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１ 開会 

【司会 浅輪】 

皆さまこんにちは。本日司会を努めさせ

ていただきます障がい福祉センター幼児療

育支援担当浅輪です。今日は雪の予報が出

ていたので、どのようになるかと心配して

いたのですが、無事晴天で開催することが

できました。 

では、ただいまより令和７年度足立区地

域自立支援協議会こども部会第３回を始め

させていただきます。毎回のお願いですが

この部会は足立区の方で会議録を作成しま

して足立区のホームページ等に掲載させて

いただきます。その関係で本日もこの会議

の様子を録音させていただいています。ご

発言の際にはご所属、お名前を最初につけ

ていただくと助かります。 

また本日なのですが、前半は分科会形式

ということで今年度のまとめでもあり、令

和６年度、７年度の２年間続けてまいりま

したこの期のまとめということもございま

すので、忌憚のないご意見をいただきまし

て次年度へつなげていければと思います。 

それでは障がい福祉センターあしすとの

所長高橋よりご挨拶申し上げます。 

【高橋委員】 

本日はお忙しい中ありがとうございます。

今年度の３回目というところでございます。

日頃皆さんが話し合っていることを素直に

話していただくことが良いと思いますので、

本日は忌憚のないご意見をいただきながら

進めさせていただければと思います。本日

はどうぞよろしくお願いいたします。 

【司会】 

 では、続きまして私の方から今期の経過

報告をさせていただきます。この期は令和

６年度、７年度の２年間を一つの区切りに

しまして、こども部会として検討を進めて

まいりました。 

令和６年度につきましてはすでに報告書

等で皆さまにもご案内している通りです。 

令和７年度につきましては、第１回が令

和７年７月１日、あしすとのホールで行い

ました。横断的な連携という今年度のテー

マに沿ってということで、皆さまから出ま

したお話の内容としましては、意思決定支

援やきょうだい児支援、また、インクルーシ

ブ教育、緊急時の支援体制、つなぎ先、それ

から不登校や保護者への支援といったそれ

ぞれの機関のお立場で、今課題となってい

ることをあげていただきました。これを受

けまして第２回は、令和７年１０月２２日

に東京未来大学を会場にお借りしまして、

若者の意見を聴くということできょうだい

児の当事者の方、２人の学生の方からお話

をお伺いしまして、それをもとに協議を進

めてまいりました。本日が第３回となりま

すので、引き続き活発なご協議をいただき

まして、まとめへとつなげてまいりたいと

思います。どうぞよろしくお願いいたしま

す。では、ここからは進行を部会長にお願い

したいと思います。 

【小谷部会長】 

 東京未来大学の小谷です。今日はお集ま

りいただきましてありがとうございます。

大学はちょうど試験期間に入ったところで、

来週終わるので来週のギャラクシティのジ

ャパンフェスタからいろいろなボランティ

ア活動に出ていくような状況になっていま

す。今回大学で、きょうだい児について取り

上げさせていただくことで、このネットワ
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ークを通じてさらに発展させることができ

たという状況です。いろいろこのネットワ

ークを通じて拡がっていくことを嬉しく思

っています。 

今日は、グループディスカッションをし

てから、課題について話し合っていこうと

思います。 

司会進行と発表の方を、まず選んでいた

だきたいと思います。 

これまで部会で話し合ったことや取り組

んだことを振り返っていただいて、ご自身

のところで課題になっていることについて、

お話を進めていただきたいと思います。 

 

＜グループディスカッション＞ 

＜協議内容の発表＞ 

【事務局 秋山】 

 ２班の秋山です。よろしくお願いします。

２班のメンバーは、特別支援学校の先生、保

育園長、げんき所長ということで話をしま

した。内容的なところでは、今ある課題は何

なのかということで、インクルーシブのと

ころを中心にして、深く掘り下げて話をし

ました。 

連携の大切さや、コーディネーター研修

の大切さ、それからつなげる役、保育から学

校へというつながりという部分について行

政の方でも担っていってほしいということ

を話し合いました。 

また、学校へ入学するときのさまざまな

課題、こどもの課題だけではなくて、学校側

が抱えている課題も数多くあると、改めて

確認できたと思います。簡単ですが以上で

す。 

【榮委員】 

第４グループです。 

事務局とあしすと所長、放デイの所長と、

保護者のグループです。 

【小谷部会長】 

まず、率直にどうでしたか。 

【榮委員】 

受け入れる側と、保護者側の知っている

保護者像が、あまりにも違っているという

ギャップを感じました。 

私は、年の離れたきょうだいの子育てを

する中で、上の子の世代の保護者と、下の子

の世代の保護者の考え方に、すごくギャッ

プがあることを知っているので、その分断

されているところをどう埋めていくのか、

埋まらないものとして、新たに構築してい

くのかという課題があると思います。 

事業所としては、育てていかなきゃいけ

ないっていうところがあるのだと思います。

育てていくうえで、相手となる保護者はど

ういうものかを知ってもらういい機会にな

ったと思います。 

今の保護者は、外注、外注、サービスを使

う、離乳食もオムツも外注し、外注育児とい

うものになっていると、友だちと話したり

したことをお話ししました。 

【相澤政子委員】 

こちらでは、障がい福祉センターの笹原

さんと、ねっとワーキングの川松さん、あけ

ぼの学園の酒井園長と、４人で話し合いま

した。ここでお話ししたことは本当にいろ

いろな勉強になりましたし、自分にとって

もすごくよかったと思っています。こども

部会で話したことを、職場に戻ってみんな

と話し合いましたというお話もありました。

ここで出た話は足立区のホームページに載

っていますので、私たちの意見をちゃんと

見てもらっているということを感じました。
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いろいろな話が出た中で、ここでは「引きこ

もり」を中心にお話をしました。 

相談を受けたのが、大学を出て２～３年

仕事に就いたのですが、そこでつまずいて、

それから１０年くらいも引きこもりだった

方の相談について、お話をうかがいました。

そうすると本当に根が深いなと思います。

相談してきてほしいと、区の方も一生懸命

頑張っているということですが、そこに出

ていく一歩を踏み出せないこどもも多いで

す。あと不登校で学校に全然行けない子が、

何年か前よりも、本当に増えました。今まで

はクラスに１人か２人でしたが、５人くら

いは普通にいます。中学校もそのようにな

っています。学校側でもそういった子を抱

えて、考えているようです。 

今後のことについてですが、課題として

保護者のケアの部分も考えてほしいとか、

きょうだい児のことをもっと考えてほしい

とか、意思決定支援のことも、保護者任せで

はなく、こどもの言う通りでもなく、考えら

れる場所であったらいいなという話をしま

した。出られないこどもは相談に来てと言

っても無理なので、こどもたちの好きなこ

とをゲームでもいいし、アニメでもいいし、

そういうのがあるから、「ちょっと顔を出し

て見に来ない？」って言うことで、一歩外に

出られるようになれば、一歩踏み出せるの

ではないかいう話がでました。奥が深いこ

となので皆さんの話を聞きながら、勉強し

ていきたいと思います。 

【事務局 杉山】 

１班の障がい福祉センター杉山です。こ

ちらのグループは、北療育医療センター城

北分園の河野さん、私立幼稚園の寺山園長、

児童相談所の飯田さんが入っているグルー

プでした。 

これまでの部会で取り組んできたことは

実現できていないこともあるかと思います

が、とても話題の豊富な部会でした。施設を

訪ねていくということもありまして、すご

く楽しく参加できたという意見がありまし

た。顔が見える関係を大切にしたネットワ

ークのところでは、実際にいろいろな関係

機関と、直接顔を合わせて話をすることが

できたという部分で、よかったという意見

がありました。 

途中、小谷部会長に加わっていただき児

童相談所に寄せられる相談についてのお話

を深く聞くこともできました。 

あしすとの方では、幼稚園や保育園と併

用する方が多くなり、保護者が、施設に足を

運んでくれるということが少なくなってい

ます。利用ニーズに応えるということと、保

護者の支援をしていくということを、うま

く組み合わせていく必要があるのではない

かという話も出ました。 

あとは少しテーマからは離れてしまいま

すが、保育士がすごく不足していて、職員が

すごく疲弊しているなということも話題に

上がりました。 

【小谷部会長】 

今、お話をうかがってみて、ぜひうめだあ

けぼの学園の酒井委員に、日本全体の現状

についてお話をうかがいたいと思います。 

【酒井委員】 

 あけぼの学園の酒井です。いつもお世話

になっています。 

少子化の中、ある意味こどもの取り合い

が起きていると言われています。特に保育

園の園児が減っている、幼稚園の方も減っ

て、だんだん認定こども園化していて、こど
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もの受け入れを多くしています。少ないと

ころはどうしているかというと、障がいの

こどもを受け入れるという形になっている。

ですので、障がいのある子が保育園に行き

やすくなっている。これはたぶんいい方向

ですけれども、そういった傾向は全国的に

出ている。一方で障がい児の通所事業所は

増えています。足立区ではあまり目立って

いませんが、幼稚園や保育園の中に児童発

達支援を作り、そこで併行して通わせてい

る園も増えていて、全国的には障がいのあ

る子どもの通所受給者証の発行者数、利用

数は右肩上がりに増えているところがあり

ます。 

足立区の場合、４歳児の気づきのしくみ

があって、今すぐ足立区の方で、５歳児健診

をやるという方向には行かないということ

だと思いますけれども、発達障がいの早期

発見ということが、これまで以上に進んで

いるということができます。今後しばらく

は子どもの数は減っていきますが、そもそ

も足立区は、人口が減っていません。増えて

いますので、もう少し子ども達は増えてい

くのではないか、支援を必要とする子も増

えていくのかなということは言えると思い

ます。 

【小谷部会長】 

 働く保護者が増えているという報告もあ

りました。 

【酒井委員】 

それは増えています。 

【小谷部会長】 

親子通園は減ってきていますか、そうで

もないですか。 

【酒井委員】 

うめだ・あけぼの学園の親子通園は、減っ

ていません。ほかの地域の方ともお話しし

たのですが、なぜ、知的障がい系の親子通園

は成立して、肢体不自由系の親子通園が成

立しないのかというのは、肢体不自由系の

保護者というのは、２４時間ケアの問題が

大きくて、知的障がい児の保護者ももちろ

んストレスは抱えているのですけれども、

肢体不自由児、特に医療的ケアの必要なお

子さんの保護者は切羽詰まった感がありま

す。自分が倒れてしまえばこの子は死んで

しまうという危機感・負担の大きさという

のは全然違います。その辺から少しでも離

れることができればという気持ちは強くな

る。だからこそ肢体不自由系の、医療的ケア

を必要とする子どもの保護者は親子通園で

はなく、子どもを預かってくれるところ、専

門的に預かってくれて、こどもが安全でい

られる場所に預けたいという気持ちは知的

障がいの保護者より、肢体不自由系の保護

者の方がニーズとして、強く出ているだろ

うなというようなことが今の動向に表れて

いるということではないかと思います。旧

医療型児童発達支援センターにこどもがい

なくなっているのは、本当にその通りで、す

ぐ近くにあるよつぎ療育園も確かゼロです。

そこだけではなくいろいろなところで起き

ている。知的障がいの子は決してゼロでは

なく、もちろん預けられたらそれはいいけ

れど、通いで保護者が連れてくるような場

合もありますけれども、こどもたちは来て

います。保護者も来ています。全部の保護者

がそうなっているわけではなく、２４時間

ケアをしなければいけない、彼らの命が自

分の手の中にあるというストレスの大きさ

があるのではないかと思います。 

【小谷部会長】 
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 城北分園の現状を共有したいと思います。 

 私も日本小児リハビリテーション学会の

会員なので、肢体不自由のところが、定員割

れしているということを聞いています。社

会の構図が変わってきているのではないか

と感じています。 

【河野委員】 

 北療育医療センター城北分園で、ソーシ

ャルワーカーをしている河野です。やはり

保護者は働きたい方もいますし、ずっと一

緒にいるのはすごく大変だと思います。医

療的ケアの方も多いですが、医療的ケアの

ない方も日中、働きたい方はいますので、週

に１～２回来られるかという保護者が多い

です。都立の施設なので、民業は圧迫しては

ならないけれども、かといって、どれだけ地

域のニーズ、保護者のニーズに応えていく

のかというのは、今も課題となっています。

税金を使っている施設ですので、今後どう

していくのかというのは、大事な課題とな

ります。皆さんのいろいろなご意見をいた

だけると、とても参考になります。 

【小谷部会長】 

 医療的ケア児の行き場がないというとこ

ろで、医療的ケア児の保護者の負担感は大

きく、動きまわる医療的ケア児は、本当に受

け入れ先がありません。動く医療的ケア児

は、自分で抜去して、それでも動きまわる。

知的な遅れがあることもあるので、保護者

も疲弊していますが、病院側も児童養護施

設も、そういった子は受け入れられないと

いうことが多くなっています。 

現状は、いかがですか。 

【飯田委員】 

足立児童相談所の飯田と申します。今、小

谷先生がおっしゃっていた件ですけれども、

やはり障がいのあるお子さんで、知的と身

体の両方があるお子さんの行き場がないと

いうことで、本当に困っています。ワーカー

さんの方で、もうこれ以上面倒がみられな

いというようなことで、保護してほしいと

言われても、一時保護所では見られない。医

療的ケアが必要、ということで病院にみて

もらったとしても「１ヵ月が限度です」と、

やっと見つけた病院でも１ヵ月でまた出さ

れてしまう。次々に受け入れ先を探さなけ

ればならない状況にあります。病後施設で

は、何らかの医療を受けている子は、うちの

範疇ではありませんということで全く話を

聴いてもらえないような状況になってしま

うので、結局、都立の医療的ケアが必要で、

知的に重度の子が入れる所が空くまで、ず

っと行けないような状況になっているとこ

ろでございます。 

【小谷部会長】 

 昨日の新聞に保護者が学校側を訴えると

いうような記事が載っていました。医療的

ケア児のことで、保護者が学校側を訴えて

います。学校側が気の毒というか、快く受け

入れたのにということもあるかと思うので

すが、支える側としても気にしてしまうの

ではないかと思います。是非そのあたり聞

かせていただきたいと思います。 

【中村委員】 

 花畑学園では知的部門と肢体部門と両方

あって、肢体部門も知的部門も両方とも医

ケアのお子さんがいます。常勤看護師２人、

非常勤看護師１４人が配置されていますが、

業務的には足りていない現状にはあると思

います。看護師さんはよくやってくれてい

ます。人数が少ない中、日々体制を組んでや

ってくれています。知的の方にも医療的ケ
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アの胃ろうであったり、気管切開していた

りといった方がいます。私もこれまで知的

の学校、ろう学校、支援級の配属で、はじめ

て肢体部門のある学校に異動してきて、医

療的ケアのある知的の子にも出会いました。

今の花畑学園です。知的障がい児で胃ろう

をしている子の注入場面では、チューブを

入れたまま走り出してしまうとか、本人は

楽しそうに笑っているけれども、看護師さ

んが慌てふためくなんていうこともありま

す。元気な走り回る医ケア児の支援の難し

さとか、大変さとか、本当に命に直結する肢

体系の医ケアの子の大変さとかを感じます。 

【小谷部会長】 

 今まで訪問籍だったこどもが、法律がで

きたことによって通学できるようになりま

した。 

【中村委員】 

 訪問籍だった子が通学籍に変わった子も

いますし、呼吸器でつないでいる方もいま

すので、通学するとバイタルを常にチェッ

クし、何かあったらすぐにかけつけるとい

ったことを、一日何回もやっている感じで

すね。私自身も、勉強させてもらっていま

す。教員全体で連携しています。肢体も知的

も関係なく、学校によっては部門できちん

と分かれている場合もあるみたいですけれ

ど、花畑の場合は知的も肢体もひとつの学

校、１校５学部といっています。私は通常は

知的の方にいますが、肢体の方にもかけつ

けるなど、何かできることがあればすると

いう形で、教員全体で命を守るということ

で動いています。 

【小谷部会長】 

 ありがとうございました。またグループ

になっていただいて、１０分くらい来年度

のテーマについて話し合っていただきたい

と思います。 

 

＜グループ討議＞ 

【小谷部会長】 

 それでは、第１班より今後の課題につい

てお願いします。 

【寺山委員】 

 足立つくし幼稚園長の寺山と申します。

具体的なことというよりも、自立支援協議

会のこども部会なので、「自立」ということ

と、「こども」ということをキーワードに関

連するいろいろな職種の人たちが顔を合わ

せて、ここでネットワーク作りを行えるの

が良いと思います。普段はそれぞれ独立し

て活動していて、みんないっぱいいっぱい

の状態で、結構孤立しています。みんなそれ

ぞれ頑張っているなと、わかるだけでもす

ごく心強い会だなと思っていますので、顔

を合わせてネットワーク作りをしながら、

それぞれの場所での問題の洗い出しをおこ

なって、出てきた問題についてみんなで話

し合っていくうちに、何か解決につながる

ことがあるかもしれないですし、そのよう

にすすめていけばよいのではないかと思い

ました。小谷先生は話題が大変豊富なので、

いろいろな話題を提示されて、そこで話を

していくことがとても刺激的で、ここ最近

の話題を私たちも知ることができるので

「ネットワーク作り」と「問題の洗い出し」、

「こども」の３つということをコアな話題

としながらここで学んでいきたいと思いま

す。 

【石原委員】 

あやせ保育園長の石原です。横のつなが

りということでやってきましたが、まだま
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だ足りないと思います。話すと課題が出て

くるということでは、このネットワークは

顔が見える、そして今日みたいなグループ

協議があると、もっと深く自分のところで

の話ができるので、良いと思いました。 

国の動きや都の動き、行政の動きという

ところなど、現場では知りえない情報を学

ぶ場であったりすることも、引き続きお願

いしていきたいです。施設をいくつか見ら

れたことも良かったと思います。 

【川松委員】 

ねっとワーキングの川松と申します。継

続的に委員を続けている中で、顔の見える

ネットワーク作りや連携がとれた実例もあ

り、これからも、出来るところでやっていけ

ればいいかなと思います。 

また、来年度は、ここで上がった課題を各

関係機関に報告し、この場での話し合いが

どのように外で成果となっていきそうなの

か、その流れのようなものをシステム化し

ていき、それが私たちこども部会員にもフ

ィードバックされると良いのではないか、

という意見が出ました。 

【小谷部会長】 

 今回は前回学生が話したのを、川松さん

の方で学生に声をかけてくれて、自閉症協

会の「プリズム」の会報に掲載することがで

きました。私が知らないこともいっぱい書

いてあったりしましたので、いい機会をい

ただいてありがとうございます。学生も自

己開示するきっかけとなったみたいで、よ

かったです。引き続きよろしくお願いしま

す。 

【相澤まり子委員】 

 ハートぽっぽＥＡＳＴの相澤です。今回、

榮さんから保護者の意見をお伺いすること

が出来ました。こども部会の活動としては、

とても充実した活動なのですが、それが保

護者の方に届いているかというようなとこ

ろについて、とても貴重な意見をいただい

たと思います。最終的に必要な支援が保護

者に届けられているかというのは、地域で

支えてくれる人がいるかどうか、それがた

まに開かれる会議だけでは難しいので、ど

のようにして、保護者や家族を日常的に支

えていけるかという話にもなりました。榮

さんの提案する方法として、保護者同士が

手をつなぐということで、いろいろな取り

組みをされ、配信もされているそうです。保

護者同士のつながり、保護者にどう伝える

かというのも、今後の課題ではないかとい

う話をしました。以上です。ありがとうござ

いました。 

【小谷部会長】 

 私事ではありますが、実はインクルーシ

ブのコンサートを開催する予定です。大学

生の中にも当事者がいて、いろいろな活動

を通して、地域とつながっていくというこ

とで、ぜひ、学生たちも育てていただきたい

と思います。 

 こうした意見を踏まえて、区としてはど

のようにしていくのかということを、自立

支援協議会の本会議に向けて、また今日の

話し合いを受けて所長としてのご意見をい

ただけたらと思います。 

【高橋委員】 

 今、４つの班からご意見をいただきまし

た。１班は寺山委員から、ネットワーク作り

を中心に置きながら、その中で解決策を導

いていくという形であったかと思います。 

 ２班の石原委員からは、いろいろな情報

を共有する中で、自分たちが知らない知識
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をこういう場で得ることによって、それぞ

れにフィードバックされていくのではない

かといった趣旨だったと思います。 

 ３班の川松委員は、会議の内容がどのよ

うに外に活かされているのかという、成果

が活かされるシステム作りというようなニ

ュアンスだったと思います。 

 ４班の相澤委員からいただいたのは、最

後は保護者同士で手をつなぐつながりとい

うところに向けてのこども支援ということ

だったというように認識をしています。 

 ３班の川松委員からの、協議会の活かさ

れ方ですが、自立支援協議会というのは、障

害者総合支援法上のネットワークになって

いて、諮問機関ではないということが言え

ます。区長が諮問をして、それに対して答申

するという機関ではなくて、ネットワーク

を中心とする流れの中で行っています。 

具体的にどのような活動になっているか

というと、６つの部会があって、それぞれの

部会を年３回程度やっています。各回の内

容を足立区のホームページで公開していて、

年度末の本会議に向けて、それぞれの部会

がまとめていきます。 

年度末の部会で出た結果をどう活かして

いくかというところで、関係する所管は集

まっています。 

出てきた結果の中で、できる部分につい

ては、それぞれが考えてやっていくという

ような状況です。今の自立支援協議会はあ

くまでもネットワークを中心に行っていま

す。それを改善するということになります

と、自立支援協議会のシステム全体を変え

なければならないことにもなります。 

令和７年度のテーマは横の連携というこ

とでした。１班のお話は、これを継続すると

いうようなイメージだったと思います。２

班も継続というイメージです。私たち３班

は、保護者同士のつながり・横の連携とそれ

ぞれがみんなこどもたちのことをよく考え

て、進めているけれども、それが横の連携と

いうことばを使わせてもらうと、似ている

のではないかと思います。 

つながっているのだろうかという部分を

課題意識としているところがあることは共

通しています。横の連携ということをキー

ワードにして、継続していくというのをま

とめとしてよいのではないかと事務局とし

ては思いました。 

【小谷部会長】 

では、このままで継続ということでよろ

しいでしょうか。 

【酒井委員】 

 「自立支援協議会の成果は？」と質問をし

たのは私ですが、自立支援協議会の位置づ

けの確認です。あくまで、ネットワークに留

まるのか、足立区の障がい児支援計画など

を見ていると、自立支援協議会の合意を得

てとか、自立支援協議会で課題を抽出して

とかいうことが出てくるんですけれども、

そういったプロセスを経ていないのではな

いでしょうか？このあたりの関係性をどう

考えるのでしょうか？ 

 ネットワークならネットワークで良いの

です。我々がお互いに知らないことを知る、

今、何が話題となっているのかということ

で、それをそれぞれが持ち帰るということ

が成果になるというのであればそれでいい

のです。自立支援協議会の役割が課題抽出

を受けて、それに対して課題解決に向けて

みんなで取り組んでいくということが入っ

て来るのか、入って来ないのか。障がい児福
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祉計画の中には入っているように思える。

この辺のずれをどのように考えますか。 

【高橋委員】 

 自立支援協議会に関わって１年になりま

すが、そのあたりの流れがどのようになっ

ているのか、確認していきたいと思います。 

【事務局 和田】 

 今期は昨年度と今年度の２年間で、福祉

計画との関係で申しますと、福祉計画の策

定についてご意見をいただくという機会が

ない期になっておりまして、来年度１１月

か１２月の本会議で計画案についてのご意

見をいただくというプロセスを経ることに

なります。現在の障がい児支援計画のとき

には、柱立てやパブリックコメントと並べ

て協議会の意見を掲載させていただいてい

ます。意見を聴くというところについては、

そういった形で取り組んでいるところです。 

【酒井委員】 

 そうであれば、ネットワークにはとどま

らないのですよね。今の話だと障がい児支

援計画が来年度最終年度になって、来年度

新しいものを作ることになっていると思い

ます。こども家庭庁の方で来年度中身を大

きく形を変えようとしている。その中で言

うといろいろなところから上がってくる話

を踏まえて、障がい児支援計画を作ってい

く必要があると思います。そうすると、単な

るネットワークではなくて、課題の抽出が

必要になってきて、ということになると思

うので、あり方がずれているのではないか

と感じるのですよね。この辺で、ここの場で

どこまでやるのか、どこまでの役割なのか

というそもそもを整理してほしいなという

意味で先ほどの話をさせていただきました。 

【高橋委員】 

 今、和田係長からの話がありましたが、計

画の検討は自立支援協議会の本会議でやっ

ています。部会の中で課題を抽出して、そう

いう課題があるということを本会議に上げ

るということを継続しながら、障がい児計

画の諮問があったときに、そこの部分を入

れていくというような流れ、その計画に対

して何を実践できるか、何をやっているの

かというのは、区役所の方で作っていく。次

の期には何をどうやれたかの見直しをする

というような流れになっているのかなと思

いました。 

 こども部会から本会議には、小谷部会長

が出席しています。本会議では部会の報告

をしていますが、ネットワークに留まらず

課題を出すというところまでが部会の役割

ですね。 

【事務局 和田】 

 自立支援協議会の活動報告書のところで

この２年間協議された主な内容、抽出課題

と柱立てというところを、活動報告書の全

体のところで整理して上げるという形にな

っておりまして、前の期の活動報告書を御

覧いただけると、抽出課題も載っています。 

こども部会での課題抽出は行っています。 

【司会 浅輪】 

 本日はグループ討議ということで、いろ

いろなご意見を出していただきましてあり

がとうございました。今日の話し合いの内

容を事務局でまとめまして、部会長とも確

認したうえで、本会議の方に報告していき

たいと思いますのでよろしくお願いいたし

ます。 

 今年度第２回の本会議は、令和８年２月

２７日金曜日の１４時からということで、

こども部会からは小谷部会長にご出席をい
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ただくということになっています。このメ

ンバーで令和６年度・７年度とこども部会

にご参加いただきましたけれど、今日の会

を持ちましてこのメンバーでの会は最後と

いうことになります。みなさま２年間あり

がとうございました。また、新しいクールが

始まりますので、引き続き委員となられた

場合は、よろしくお願いいたします。 

 これで、こども部会を終了したいと思い

ます。ありがとうございました。 


